


















































ている O 特に、 60歳台や70歳台前半位の所謂



























































































































































台東区 (270) 41.9 (113) 40.0 (108) 18.1( 49) 
目黒区 (288) 17.7( 51) 45.5 ( 131) 36.8 ( 106) 




台東区 (237) 24.1 ( 57) 46.0 (109) 30.0 ( 71) I 
目黒区 (254) 21.3 ( 54) 39.4 (100) 39.4 (100) I 




















以上のG，g， h， i， 0の5項目の計8項目を除外し、
残りの項目には「ほほ毎日J= 6、「週に 1-2回j


































同.一人でする趣味等 25.4 (143) 21.0 (118) 10.7 (60) 2.8 ( 16) 17.6 ( 99) 22.4 (126) 
B.地域仲間や団体でする趣味等 1.2 ( 7) 9.4 ( 53) 8.2 (46) 3.4 ( 19) 17.1 ( 96) 60.7 (341) 
C.職場仲間や団体でする趣味等 0.2 ( 1) 2.3 ( 13) 4.3 (24) 7.8 (44) 12.6 ( 71) 72.8 (409) 
D.地域や職場以外の仲間とする趣味等 1.1 ( 6) 10.5 ( 59) 7.3 (41) 7.3 (41) 17.4 ( 98) 56.4 (317) 
E.自治会・町内会や婦人会など 0.4 ( 2) 3.6 ( 20) 10.3 ( 58) 6.8 (38) 13.0 ( 73) 66.0 (371) 
F.老人会や老人クラブでの活動 0.4 ( 2) 3.2 ( 18) 4.8 ( 27) 4.6 (26) 7.5 ( 42) 79.5 (447) 
G.シルバ一人材センタ一等 0.2 ( 1) 0.4 ( 2) 0.5 ( 3) 0.4 ( 2) 5.9 ( 33) 92.7 (521) 
H.文化講演会や市民大学 0.2 ( 1) 0.9 ( 5) 4.4 (25) 11.4 ( 64) 14.1 ( 81) 68.7 (386) 
Lカルチャーセンタ一等 - (一) 4.8 ( 27) 4.3 (24) 4.6 ( 26) 11.6 ( 65) 74.7 (420) 
].文化センターや老人会館 一.一(一) 1.2 ( 7) 2.7 ( 15) 8.0 (45) 10.9 ( 61) 77.2 (434) 
a.繁華街での買い物 5.5 (31) 20.1 (113) 34.2 (192) 15.1 (85) 14.1 ( 79) 11.0 ( 62) 
b.繁華街での飲食 2.3 ( 13) 14.8 ( 83) 32.9 (185) 18.0 (101) 18.5 (104) 13.5 ( 76) 
C.芝居や音楽会 一.一(一) 0.9 ( 5) 12.1 (68) 39.0 (219) 22.4 (126) 25.6 (144) 
d.近所での買い物 43.4 (244) 27.2 (153) 12.1 (68) 1.8 ( 10) 10.1 ( 57) 5.3 ( 30) 
e.近所での飲食 2.7 ( 15) 9.6 ( 54) 19.9 (112) 10.9 (61) 24.7 (139) 32.2 (181) 
f.居酒屋や小料理屋 0.2 ( 1) 7.1 (40) 9.1 (51) 5.5 (31) 12.8 ( 72) 65.3 (367) 
g.パチンコ 0.4 ( 2) 2.3 ( 13) 0.9 ( 5) 2.0 ( 11) 6.8 ( 38) 87.7 (493) 
h.碁会所等 0.5 ( 3) 1.4 ( 8) 1.8 ( 10) 0.2 ( 1) 6.4 ( 36) 89.7 (504) 
し競輪・競馬 一.一(-) 0.9 ( 5) 0.2 ( 1) 1.2 ( 7) 4.4 ( 25) 93.2 (524) 
J.宗教活動・教会活動 0.7 ( 4) 3.7 ( 21) 4.6 ( 26) 2.5 ( 14) 6.2 ( 35) 82.2 (462) 
k.ボランテイア・奉仕活動 1.1 ( 6) 2.1 ( 12) 4.1 (23) 4.6 (26) 9.6 ( 54) 78.5 (441) 
L 温泉や観光旅行 一.一(一) 0.4 ( 2) 9.1 (51) 67.4 (379) 12.6 ( 71) 10.5 ( 59) 
fi.神社や教会へのお参り 3.2 ( 18) 5.0 (28) 23.8 (134) 42.5 (239) 10.7 ( 60) 14.8 ( 83) 
n.ドライブ 0.5 ( 3) 2.0 ( 11) 8.0 (45) 19.2 (108) 14.6 ( 82) 55.7 (313) 
O.ジョギング 2.3 ( 13) 1.8 ( 10) 2.0 ( 11) 0.9 ( 5) 8.4 ( 47) 84.7 (476) 
p.散歩 24.4 (137) 19.2 (108) 9.4 (53) 3.4 ( 19) 15.8 ( 89) 27.8 (156) 
q.スポーツ(ゲートボール等) 1.4 ( 8) 5.2 (29) 3.6 (20) 1.2 ( 7) 6.6 ( 37) 82.0 (461) 
r.病院(治療のため) 3.2 ( 18) 11.7 ( 66) 36.1 (203) 12.8 ( 72) 10.5 ( 59) 25.6 (144) 
S.病院(見舞いや付き添い) 1.6 ( 9) 2.3 ( 13) 6.9 (39) 18.1 (102) 22.2 (125) 48.8 (274) 
表3.ライフスタイル尺度のレンジ・標準偏差・信頼性係数 表4. ライフスタイル尺度と属性との関連
レンジ 標準偏差 α係数 地域参加型活動尺度
都市型趣味活動尺度
平均値/F検定 平均値/F検定




台東区 (272) 0.2729 NS ー0.7423 *場*
目黒区 (290) 0.2556 0.6987 




低学歴 (164) 0.2514 NS -1.4711 *** 
中学歴 (239) 0.0945 0.2999 




低収入 (111) 0.1289 NS 一0.8803 ** 
中収入 (209) 0.2110 0.1265 
高収入 (171)一0.2904 0.8434 
(無回答71ケース
を集計から除外)























1. はい 13.3(75)②いいえ77.2(434) 3. わからない 9.4 ( 53) 
2. あなたは現在、去年と同じくらい元気があると思っていますか。
。はい68.3(384) 2. いいえ30.1(169) 3. わからない 1.6 ( 9)
3. さびしいと感じることがありますか。
1. はい22.6(127)②いいえ76.3(429) 3. わからない 1.1 ( 6) 
4. ここ l年くらい、小さなことを気にするようになったと思いますか。
l はい 18.1(102)②いいえ80.4(452) 3. わからない 1.4 ( 8) 
5. 家族や親戚や友人との行き来に満足していますか。
のはい88.1(495) 2. いいえ8.2(46) 3. わからない 3.7 ( 21) 
6. 年をとって前よりも役に立たなくなったと思いますか。
l はい34.2(192)②いいえ61.2(344) 3 わからない 4.6 ( 26) 
7. 心配だったり、気になったりして眠れないことがありますか。
l はい30.2(170)②いいえ69.4(390) 3. わからない 0.4 ( 2) 
8. 年をとるということは若い時に考えていたより、ょいと思いますか。悪いと思いますか。それとも同じだと思
いますか。
のよい22.8(128) 2. 悪い・同じ62.3(350) 3. わからない 川(84) 
9. 生きていても仕方ないと思うことがありますか。
1 はい 12.5(70)②いいえ85.1(478) 3 わからない 2.5 ( 14) 
10. 若い時と〈らべて、今の方が幸せだと思いますか。
のはい59.4(334) 2. いいえ21.4(120) 3. わからない 19.2 (108) 
11. 悲しいことがたくさんあると思いますか。
1 はい 11.9(67)②いいえ85.4(480) 3. わからない 2.5 (凶*無回答0.2(1) 
12. 不安に思うことがたくさんありますか。
1 はい21.9(123)②いいえ 75.4(424) 3. わからない 2.5 ( 14) *無回答0.2(l) 
13. 前よりも腹を立てる回数が多くなったと思いますか。
1. はい 19.8(111)②いいえ76.9(432) 3. わからない 3.2 ( 18) *無回答0.2(1) 
14. 生きることは大変きびしいと思いますか。
L はい62.5(351)②いいえ3凶 (179)3 わからない 5.5 ( 31)時回答0.2(1) 
15. 今の生活に満足していますか。
のはい85.1(478) 2. いいえ 10.3(58) 3. わからない 4.4 (25) *無回答0.2(l) 
16. 物ごとをいつも深刻にうけとめる方ですか。
1. はい36.3(204)②いいえ57.8(325) 3. わからない 5.7 ( 32)時回答0.2(1) 
17. 心配ごとがあるとすぐおろおろする方ですか。







来の研究では、「老いについての態度J(A， B， F， 
H，J)、「孤独感・不満足感J(C， E， I， K， N， 0)、
「心理的動揺J(D， G， L， M， P， Q)の3因子を取
るという報告 (Lawton，1975)が一般的であり、
また、最近の日本における研究では、「楽天的・積
極的気分J(K， L， 0， C， I， E， N， M)、「心理的






L， C， I， 0の各項目、第二因子がG，D、第三因子が









台東区 (272) 11.7 NS 
目黒区 (290) 11.8 
(2)学歴
低学歴 (164) 11.6 NS 





低収入(111) 10.7 *** 
中収入 (209) 11.7 






























(NS) (* * *)
尚、モラール各項目をみると、都市型趣味活動尺
度と関連{1%有意水準)する項目は、 A，B， H (以
















































































































低学歴(113/51) 11.83 NS -0.8499 NS 
中学歴 (108/131) 11.31 0.0883 




低収入(57/54 10.53 ** 0.0677 ** 
中収入(109/100) 11.54 0.3163 
















低学歴(113/51) 0.7482 NS -0.8499 NS 
中学歴 (108/131) 0.1020 0.0883 




低収入(57/54 0.1870 NS 0.0677 * 
中収入(109/100) 0.1145 0.3163 








低学歴(113/51) -1.7109 ** 一0.9397 ** 
中学歴(108/131) 0.2865 0.7834 




低収入 (57/54) -1.8906 判キ 0.1862 NS 
中収入0.9449 1.1095 0.9449 
























































台東区 目黒区 台東区 目黒区
ピアソン係数/ ピアソン係数/ ピアソン係数/ ピアソン係数/
有意性検定 有意性検定 有意性検定 有意性検定
(1)学歴
低学歴 (113/51)
0.2429 *牢 0.0445 NS 0.2679 * 0.2216 * 
中学歴 (108/131)
0.1126 NS 0.0055 NS 0.1716 * 0.0372 NS 
高学歴 (49/106)






0.1394 ** 0.0295 NS 0.2611 * 
中収入 (109/100)
0.0824 NS 0.0002 NS 0.0629 NS 0.1382 NS 
高収入 (71/100)
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This paper is a preliminary study of the relation between the life -style of the urban 
elderly and their morale.士heanalysisi is based on data from the “Survey on the Creation 
of Culture by the Urban Elderly" carried out in the wards of Meguro and Taito in the 
summer of 1989. From the questions referring to “life -enhancing behavior" we established 
two types of life -style measurements as variables for the analysis -the urban leisure activity 
scale and the communi，のinvolvementscale， The P. G. C. Morale Scale was used for the morale 
index number. We analyzed and examined the relation of two life -style scales to the morale 
scale， with an eye on social stratification (academic careers and household income) and areas 
of residence， Our main results are as follows: 
1. All samples showed significant correlation between morale and urban leisure acitivity， but 
not between morale and community involvement. 
2. Correlation between the two life -style scales and the morale scale differed with social 
strata. In particular， itis interesting that the correlation with community involvement was， 
while significant， strongly positive for low， but negative for high academic background. 
Correlation with urban leisure activity was also stonger for lower social strata. 
3. Separate but identical analyses of the Meguro and Taito Ward samples revealed that 
correlation with community involvement scale for high academic background and high 
income tended to be positive for Taito Ward， but significantly negative for Meguro Ward. 
Although correlation with athe urban leisure acitity scale tended to be strong for lower 
social strata， for Meguro Ward the correlation was weak for low income. The influence 
of social stratification on the relation between life -style and morale was not identical 
for al areas within the Metropolis. 
Finally， with the above insight， we contemplated on the relation between life -style with 
the value system that is determined by social stratification that segregates the elderly. 
